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府民会議及び大阪府では、地球温暖化防止、自然との共生、豊かな自然の保全など、環境の保全又は創造に資する活動に取り組んでおられる個人・団体・事業者の中から、他の模範となるような顕著な功績を上げられた方々に対して、「おおさか環境賞」を授与し、顕彰しています。

平成２２年度の受賞者については下記のとおり決定し、去る８月３１日に、大阪府公館において表彰式を行いました。表彰式では、府民会議の大住一仁会長（大阪府環境政策監）から、受賞者の皆様に賞状が手渡されました。
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          【府民活動部門受賞者の皆様】　　　　　　　　　　【事業活動部門受賞者の皆様】


平成２２年度 おおさか環境賞を受賞された皆様（敬称略）
【大賞】阪急電鉄株式会社（事業活動部門）

　　　　新駅「摂津市駅」の運営における省エネ技術導入による年間ＣＯ2削減と排出枠の購入により日本初のカーボン・ニュートラル・ステーション（ＣＯ2排出量ゼロの駅）の試みは非常にインパクトがあり、先進性、独創性の点で高く評価されました。
また、環境メッセージ列車「カーボン・ニュートラル・トレイン　摂津市駅号」による環境啓発活動や環境に配慮したレンタサイクルサービスを実施するなど、駅関連の施策にも取り組まれています。

駅運営（売店含）における年間ＣＯ2削減量は約７５ｔ、摂津市駅号運行の際にオフセットするＣＯ2の量は約２００ｔを見込まれています。
　　【準大賞】イズミヤＯＢ会・ゴールドファーム（事業活動部門）

イズミヤから排出される食品残渣を堆肥化されたものを農園にて２次処理を行い、熟成したものを野菜づくりに活用する活動をされており、2店舗で年間約６０ｔ分を遊休農地に投入されています。

退職者が任意に集まり、本体事業以外の活動として、体験農園・食育教育に取組まれていることは、今後、定年退職者が増えていく中で、同じ価値観を持つ退職者が地域で貢献活動する１つのモデルとして高く評価されました。

　　【特別奨励賞】社団法人ガールスカウト日本連盟第８団（府民活動部門）

東大阪市内を流れる長瀬川を昔のような花や生き物であふれ、水遊びのできるきれいな川として取り戻すため、月１回の清掃活動や浄化作用のある水生植物の栽培、川の汚染度調査などの活動を11年以上継続し、また、夏休みには、川の中や周辺の生き物調査や植物観察を行ったり、ヒートアイランド軽減の打ち水にも進んで参加しており、地元団体との連携が拡がるなど、地域への貢献性が高く評価されました。
　　【特別奨励賞】大阪ガス株式会社 泉北製造所（事業活動部門）

都市ガスの原料となる液化天然ガス（ＬＮＧ）の持つ－１６０℃という冷熱を有効利用に積極的に取り組み、近隣企業と連携した冷熱需要の開拓と、海水を熱源としたＬＮＧ気化器を運転せずに都市ガス製造を行う手法の確立により、ＣＯ2排出抑制効果も大きく、世界で初めてＬＮＧの冷熱利用100％を実現する見込みに至った先進性の点が高く評価されました。

冷熱利用による購入電力の削減実績は最大で年間約２１．７万ＭＷｈであり、ＣＯ2排出抑制量に換算した場合、約１５万ｔに相当します。
【奨励賞】レインボーエコクラブ（府民活動部門）

　　　　生ゴミ減量に向けて、家庭から出る生ゴミを家庭菜園の肥料に変えるための発酵資材として、ＥＭぼかしを作り、役場にて来庁された住民に無料配布したり、町内のイベントに参加し、来場者に生ゴミからの有機肥料作りのＰＲや啓発を行い循環型社会の実現に向け活動を行われています。

【奨励賞】社団法人大阪エイフボランタリーネットワーク 泉南支部（府民活動部門）

　　　　毎月、公民館、道路、道路側溝等の清掃活動を行うなど、長年にわたり美化活動に取り組んでいるほか、各家庭から出る廃食用油を活用して石鹸作りや、ゴキブリ駆除のため｢ホウ酸ダンゴ｣を作り、近隣家庭にも配布して積極的に駆除活動を行われています。
【奨励賞】奥　清司（府民活動部門）

　　　　焼却ごみの減量化に取り組み家庭の生ゴミ堆肥化を推進、休耕田を借り１８名で累計１６ｔの生ゴミを堆肥として持込野菜を育てているほか、「地球の温暖化防止」をテーマとした出前講演を1６箇所で行われました。
【奨励賞】吹田ライオンズクラブ（府民活動部門）

　　　　千里北公園北部地区の荒れ地に「里地・里山」を作り、自然を取り戻し、源氏ホタルを呼び戻す5ヵ年計画を立てられ、これまで、荒れ地を耕し、田んぼを作り、メダカやドジョウの放流や市の名物である吹田くわいの栽培、小川にホタルの餌となるカワニナや、ホタルの幼虫も育てておられます。
【奨励賞】株式会社シマノ（事業活動部門）

　　　　独自基準の「シマノグリーンプラン」を平成16年に作成し、各協力会社と共に一丸となって「環境負荷の少ない商品を製造するための体制づくり」に取り組まれています。

　　　　また、水質浄化作用のあるヨシに着目し、河川の清掃やヨシ刈りなどの実践活動およびヨシ栽培やヨシを利用した紙すきの指導を始めとした河川環境の保全改善に向けた活動を行われています。
【奨励賞】神崎川畔企業連絡会（事業活動部門）

　平成１５年以降、毎年１０月ごろに神崎川畔クリーンアップ作戦として、神崎川流域にある企業や周辺自治会、行政の参加による清掃を行われています。平成１６年には、大阪府と「神崎川アドプトリバー水鳥」の協定を結んだほか、平成１９年には、過去の活動を更に進めるために、ワークショップを行い、神崎川畔将来ビジョンを策定され、ビジョンを目標に活動されています。

【奨励賞】関西電力株式会社（事業活動部門）

　小規模なバイオマス発電の高効率化を目的として新潟原動機株式会社と共同でバイオガスエンジンを開発されました。このエンジンは、国内における、自治体、食品加工工場、産業廃棄物中間処理業等での利用のほか、海外CDM案件での利用など幅広く地球温暖化防止への貢献に期待されます。
【奨励賞】株式会社竹中工務店 大阪本店（事業活動部門）

　大阪本店有志により平成２０年に発足した「大阪を考える研究会」において、「豊かな環境の創造」に資する社会実験やワークショップを通じた実践活動の成果として、「水と緑と風のパーゴラ」と「中之島浮島プロジェクト」の社会実験、小中学生への「エコスクール見学会」（環境授業）を実施されました。

※２件の社会実験は、「水都大阪２００９」での「市民企画」に応募、実施された社会実験です。
【奨励賞】西日本高速道路株式会社（事業活動部門）

　　　　日照弊害を受けにくい高速道路の遮音壁に着目し、第二京阪道路の遮音壁の外壁板の部品として直接太陽光パネルを取り付けるといった、遮音壁と一体型の太陽光発電設備であることが特長です。

　　　　こうした設置は、日本初の試みで、発電された電力は、近傍のＩＣやトンネル照明等に供給し、供給先で消費する電力の１５～２０％を削減することを目標にしています。
【奨励賞】阪神高速道路株式会社（事業活動部門）

　　　　阪神高速５号湾岸線下り（神戸方面行）にある中島パーキングエリアに電気自動車（EV）用急速充電器を設置し、充電サービスを24時間、無償で提供しています。

　　　　また、平成21年11月には、業務用車両にEVを導入し、現場調査や業務連絡のために使用するほか、大阪モーターショー等において車両展示する等、積極的に府民へEVの普及活動を行われています。

【奨励賞】レンゴー株式会社（事業活動部門）

　段ボールは、再資源化率が高く、現在では外箱だけでなく内部の緩衝材にも利用されていますが、段ボール自体の重量を軽減させた紙を開発したことで、紙の使用量だけでなく、ＣＯ2排出の抑制にも貢献されました。
【奨励賞】田中紙管株式会社（事業活動部門）

　　　　通常の紙管は水に溶けにくいので、これまでは焼却・産廃処分されていましたが、日本で初めてこの問題を解決し、使用済みでも紙の原料として再利用できる新しい「グリーン紙管」を開発されました。

　　　　紙管原紙に使用していた薬品や接着剤の切り替えなどにより、品質とコストを従来品と同等に抑えつつ、商品化に成功されました。


豊かな環境づくり大阪府民会議及び大阪府リサイクル社会推進会議並びに大阪府では、環境省、経済産業省、３Ｒ活動推進フォーラム及び全国の都道府県と共同で、環境に配慮した商品の販売や消費者への啓発など具体的な行動を呼びかける「環境にやさしい買い物キャンペーン」
を１０月１日から１０月３１日まで実施します。

具体的には、府内の参加事業者（店舗）等に対して、
次の取り組みを働きかけます。

①ポスターの掲示による消費者への啓発

　　　　②環境に配慮した商品の販売や販売コーナーの設置、
店頭リサイクル回収の実施
　　　　③はだか売りや、はかり売り商品の販売

④簡易包装の実施や、買い物袋持参奨励の実施
また、併せて、１０月５日の「NO！!　レジ袋デー」には、東大阪ブロック・京阪奈北レジ袋削減推進会議の３府県１１市が連携して京阪やＪＲの駅頭や大手スーパーの店頭で一斉同時啓発を行い、レジ袋の削減を訴えます。１０月５日以外にも、環境にやさしい買い物キャンペーン期間内に、府内市町村が独自の取り組みを実施します。
※　大阪府リサイクル社会推進会議及び大阪府では、毎月５日を「ＮＯ！!　レジ袋デー」と定め、府内の参加事業者（店舗）等に対して、次の取り組みを働きかけています。

①事前ＰＲの実施

②ポスターの掲示（ＮＯ!! レジ袋デー用）

③店内放送やレジでのＰＲ

④チラシやレシートでのＰＲ

⑤レジ袋辞退者やマイバッグ持参者へのスタンプ倍増サービスなどお店独自の取り組み

上記のキャンペーン等は、より多くの府民や事業者が環境との関わりを深く認識し、環境に配慮した生活や事業活動を実践する契機としていただくために実施するものです。

　　　（参照　http://www.pref.osaka.lg.jp/chikyukankyo/room/kaimono.html）


「環境にやさしい買い物キャンペーン」の参加事業者（店舗）を募集中です。　

キャンペーン開始まで１ヶ月弱、ふるってご参加ください。
また、「ＮＯ！!　レジ袋デー」の参加事業者（店舗）については、随時募集しています。

より多くの事業者（店舗）の皆様のご参加をお待ちしています！！

【お問い合わせ先】

◆「環境にやさしい買い物キャンペーン」について
　　　　　　豊かな環境づくり大阪府民会議事務局
　　　　　　（大阪府環境農林水産部みどり・都市環境室　地球環境課環境活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
　　　　　　　電話　　０６－６９４４－６７１０
　　　ＦＡＸ　０６－６９４４－６７４９

◆「NO！!　レジ袋デー」について
　　　　　　大阪府リサイクル社会推進会議事務局
　　　　　　（大阪府環境農林水産部循環型社会推進室　資源循環課リサイクル事業支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
　　　　　　　電話　　０６－６９４４－９２２３
　　　ＦＡＸ　０６－６９４４－６２０９


府民会議では、構成団体の会員等に呼びかけ、環境月間である６月の任意に選んだ７日間においてエコアクションを行ってもらう「Let’ｓ　チャレンジ　エコチェック（エコチャレンジ事業）」を実施しました。

大人（３６２人）と子ども（７４人）を合わせて４３６人のご参加をいただき、提出していただいたチェック・シートを集計したところ、次のような結果になりました。

限られた期間、限られた項目でのチャレンジで、１つ１つは小さな行動でしたが、積み重ねれば大きな成果を残すことができました。

これからも身近なエコアクションに取り組んでいきましょう！！

なにわの消費者団体連絡会、国際ソロプチミスト大阪、大阪府生活協同組合連合会の会員の皆様など３６２人の方々に取り組んでいただき、約１０８０ｋｇ（杉の木１本＝１４ｋｇで換算すると７７本分に相当します。）のＣＯ２を削減することができました。

	取組み項目
	１日当たり

ＣＯ２削減量

（ｇ）
	延べ実施日数

（日）
	実施率

（％）
	ＣＯ２削減量

（ｇ）

	冷蔵庫の扉は開けたらすぐ閉めよう
	３　
	２,１０４ 
	８３．０
	６,３１２

	料理の際に炎がなべ底からはみ出ないようにしよう
	１５　
	１,９７０ 
	７７．７
	２９,５５０

	自分の部屋の照明はこまめに消そう
	３０　
	２,０３４ 
	８０．３
	６１,０２０

	見ないときはテレビを消そう
	３９　
	１,８０６ 
	７１．３
	７０,４３４

	買い物はマイバッグを持参し、省包装のものを選ぼう
	５３　
	１,６２２ 
	６４．０
	８５,９６６

	エアコンの冷房時間を１日１時間短縮しよう
	７６　
	１,０７５ 
	４２．４
	８１,７００

	シャワーのお湯を出しぱなっしにするのはやめよう
	８０　
	２,００１ 
	７９．０
	１６０,０８０

	電気ポットでお湯を長時間保温するのはやめよう
	１３３　
	１,２３７ 
	４８．８
	１６４,５２１

	発進時５秒間で２０㎞／h程度の加速する、ふんわりアクセルスタートをしよう
	５３２　
	７９０ 
	３１．２
	４２０,２８０

	計
	
	１,０７９,８６３

	取り組み人数
	３６２人


※実施率（％）＝延べ実施日数／2,534日（362人×7日）

第1位　冷蔵庫の扉は開けたらすぐ閉めよう　　　　　　　　　８３．０％
第2位　自分の部屋の照明はこまめに消そう　　　　　　　　　８０．３％

第3位　シャワーのお湯を出しっぱなしにするのはやめよう　　７９．０％


２００７年度の家庭からのＣＯ２排出量は、１人当たり年間２，１７０ｋｇ
　　           ⇒　７日間当たりに換算すると、４１．６ｋｇ


今回の取り組みでの１人 当たりの　　　　　　 既に日頃から取り組んでおられる項目
 　　 　　 平均削減量は　３．０ｋｇ　　　　　　　　　　もあると思いますが、今回の取り組み

 　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の全てを削減効果と考えると・・・
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ガールスカウト日本連盟大阪府支部、大阪府生活協同組合連合会の会員の皆様など７４人の方々に取り組んでいただき、約１５４ｋｇ（杉の木１１本分に相当します。）のＣＯ２を削減することができました。

	取組み項目
	１日当たり

ＣＯ２削減量

（ｇ）
	延べ実施日数

（日）
	実施率

（％）
	ＣＯ２削減量

（ｇ）

	冷蔵庫の扉は開けたらすぐ閉めよう
	３　
	４７２ 
	９１．１
	１,４１６

	ヘアドライヤーの使用時間を１日１分短縮しよう
	９　
	３５５ 
	６８．５
	３,１９５

	自分の部屋の照明はこまめに消そう
	３０　
	４４８ 
	８６．５
	１３,４４０

	見ないときはテレビを消そう
	３９　
	４４０ 
	８４．９
	１７,１６０

	エアコンの冷房時間を１日１時間短縮しよう
	７６　
	３２０ 
	６１．８
	２４,３２０

	シャワーのお湯を出しぱなっしにするのはやめよう
	８０　
	４１７ 
	８０．５
	３３,３６０

	テレビゲームをする時間を半分にしよう
	１６６　
	３６６ 
	７０．７
	６０,７５６

	計
	
	１５３,６４７

	取り組み人数
	７４人


※実施率（％）＝延べ実施日数／518日（74人×7日）

第1位　冷蔵庫の扉は開けたらすぐ閉めよう　　　　　　　　　９１．１％
第2位　自分の部屋の照明はこまめに消そう　　　　　　　　　８６．５％

第3位　見ないときはテレビを消そう　　　　　　　　　　　　８４．９％



２００７年度の家庭からのＣＯ２排出量は、１人当たり年間２，１７０ｋｇ
　　           ⇒　７日間当たりに換算すると、４１．６ｋｇ

今回の取り組みでの１人 当たりの　　　　　　 既に日頃から取り組んでおられる項目
 　　 　　 平均削減量は　２．１ｋｇ　　　　　　　　　　もあると思いますが、今回の取り組み

 　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の全てを削減効果と考えると・・・
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· 自動車は急発進、急加速をしないように心がけたい。

· 買い物バッグを持参することを忘れることが多かったので、忘れないように気を付けた。

· 日頃から心がけていても、ついうっかりしてしまうことがあるので反省した。

· 電気ポットの使用を止めたばかりであったが、これまで多くのＣＯ２を出していたことがわかった。

· 電気ポットの長時間保温が多くのＣＯ２を排出すると分かって驚いた。

· 家族全員で実行するのは難しい。

· 今回取り組んでみて、続けていくことが必要と感じた。

· ＣＯ２削減量は微々たるものだが、皆の取り組みの積み重ねが大切だと思う。
· がんばって環境を救えたのがうれしい。

· これからもＣＯ２を減らしたいと思った。

· ドライヤーは時間を気にしていなかったけど、これからはなるべく短い時間で乾かすようにする。

· ドライヤーの１日１分短縮は難しかった。

· テレビゲームなどの電気製品でＣＯ２が減らせると分かった。

· シャワーはこまめに止めようと思う。

· 少し気をつけるだけでＣＯ２を削減できるのはすごいと思った。

· これからもできるＣＯ２を出さないようにがんばる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など


· 緑のカーテンを作っている。
· 洗髪の際には、すすぎの時だけシャワーを使い、出しっぱなしにしないようにしている。

· 電気保温ポットは使用せず、その都度お湯を沸かしている。

· 自転車、徒歩、公共交通機関を利用するようにしている。

· 家電製品を購入するときは省エネ型のものを選ぶようにしている。

· 長時間留守にする時は、お手洗いのウォシュレットの電源を切るようにしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· シャンプーは、本体ごと買い換えないで、詰め替え用のものを買っている。
· 学校でも、トイレの電気や水の出しっぱなしを見つけたときは、消したり止めたりしている。

· 普段から気をつけていて、家族にも注意している。

· プリントやいらない紙、チラシなどをとっておいて、メモなどに使う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など


　　「かんきょう夢ひろば」では、豊かな環境づくり大阪府民会議構成団体をはじめとする民間団体等が実施されている活動について、毎回誌上で紹介していきます。

自薦・他薦を問いませんので、民間団体等が実施されている活動について、下記の府民会議事務局までお寄せください。

■ 発行：平成22年９月





豊かな環境づくり大阪府民会議　広報誌





　　　　　　





平成２２年度「おおさか環境賞」の受賞者決定！！





「環境にやさしい買い物キャンペーン」＆「 NＯ！!　レジ袋デー」を実施します！！





「Ｌｅｔ’ｓ　チャレンジ　エコチェック」の結果発表！！





・・・・・ 大人の取り組み　集計結果 ・・・・・





大人編





実施率の高かった取り組み　ベスト３





大人編





削減の効果は？





⇒








１人が７日間に排出するＣＯ２の７．２％を削減したことになります！！








・・・・・ 子どもの取り組み　集計結果 ・・・・・





子ども編





実施率の高かった取り組み　ベスト３





子ども編





削減の効果は？





⇒








１人が７日間に排出するＣＯ２の５．０％を削減したことになります！！








Let’s チャレンジ エコチェックに取り組んでいただいた皆様の感想（一部抜粋） 





参加者の皆様が日頃取り組んでおられるエコアクション（一部抜粋） 





民間団体等が実施している活動をご紹介します





豊かな環境づくり大阪府民会議


事務局：大阪府 環境農林水産部 みどり・都市環境室 地球環境課


Tel　　　 0６－６944－67１０ 


Ｅ-mail   � HYPERLINK "mailto:midorikankyo@sbox.pref.osaka.lg.jp" ��midorikankyo@sbox.pref.osaka.lg.jp�
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